
と
帰
国
の
日
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
、
静
か
に
考
え
る
と
全
く
勝
ち
目
の
無
い
戦
争
で
、
愚
か

だ
っ
た
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
固
く
心
に
誓
い
ま
し
た
。

―
貴
重
な
体
験
談
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

潜

行
　 

神
奈
川
県
　
畔
栁
英
男
　 

―
簡
単
な
軍
歴
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

昭
和
十
七
年
八
月
に
東
京
赤
坂
の
歩
兵
第
一
〇
一
連
隊
に
応

召
入
隊
し
、
直
ち
に
広
東
の
貨
物
■
に
移
動
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
に
転
属
、
保
定

の
幹
候
隊
で
教
育
を
受
け
見
習
士
官
に
任
官
、
第
二
中
隊
の
小

隊
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

―
そ
れ
か
ら
湘
桂
作
戦
に
参
加
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

い
や
半
年
近
く
、
広
東
市
内
の
警
備
と
初
年
兵
の
教
育
で
し

た
。
湘
桂
作
戦
中
に
甲
部
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

―
甲
部
隊
と
言
い
ま
す
と
。

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
特
務
機
関
・
便
衣
隊
・
将
校
斥
候
を

併
せ
た
よ
う
な
も
の
で
、
敵
中
深
く
挺
進
潜
入
し
、
情
報
の
収

集
、
小
部
隊
の
撃
破
、
不
穏
部
落
の
掃
討
、
流
言
飛
語
の
流
布
、

後
方
攪
乱
、
軍
事
施
設
の
破
壊
等
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
広
東
で
節
兵
団
隷
下
部
隊
か
ら
将
校
一

名
、
下
士
官
六
名
、
兵
三
十
六
名
、
通
訳
一
名
、
特
別
工
作
員

（
華
人
）
六
名
で
六
班
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

甲
部
隊
の
目
的
は
、
第
十
一
軍
の
主
力
の
第
二
次
湘
桂
作
戦

に
呼
応
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
南
支
派
遣
第
二
十
三
軍
の
攻
略

目
標
で
あ
る
桂
林
や
柳
州
の
進
攻
を
容
易
に
す
る
た
め
、
急
遽

節
兵
団
を
し
て
西
江
沿
岸
の
要
点
梧
州
を
攻
略
さ
せ
ん
と
し
た

も
の
で
す
が
、
甲
部
隊
は
そ
の
作
戦
遂
行
の
第
一
線
に
立
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

甲
部
隊
は
常
時
便
衣
を
着
用
し
、
状
況
に
応
じ
敵
の
軍
服
を

併
用
。
作
戦
の
間
、
負
傷
ま
た
は
病
気
の
た
め
行
動
不
能
に
陷

っ
た
場
合
は
自
決
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
甲
部
隊

に
属
し
て
い
る
間
は
無
籍
者
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
命
令
系
統

も
軍
直
轄
で
、
岡
田
芳
政
参
謀
の
指
揮
下
に
入
り
ま
し
た
。



装
備
も
チ
ェ
コ
製
軽
機
、
自
動
小
銃
、
拳
銃
、
短
刀
、
工
作

用
爆
薬
、
手
榴
弾
及
び
標
旗
（
黄
・
黒
の
立
縞
模
様
、
友
軍
に

味
方
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
旗
）
な
ど
で
し
た
。

当
時
の
戦
局
は
七
月
中
旬
サ
イ
パ
ン
島
、
ガ
ム
島
、
テ
ニ
ア

ン
等
の
玉
砕
、
ビ
ル
マ
戦
線
で
は
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
で
も
全
滅
な

ど
悪
化
の
一
途
で
し
た
。
そ
れ
と
共
に
米
国
の
支
那
大
陸
逆
上

陸
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

中
支
派
遣
第
十
一
軍
は
衡
陽
を
攻
略
し
、
零
陵
・
桂
林
・
柳

州
に
向
い
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
南
支
派
遣
第
二
十
三

軍
は
こ
れ
に
呼
応
し
桂
林
・
柳
州
を
攻
略
す
る
た
め
梧
州
に
進

出
を
は
か
り
、
こ
こ
に
第
二
次
湘
桂
作
戦
が
切
っ
て
落
さ
れ
ま

し
た
。

―
甲
部
隊
の
作
戦
期
間
、
作
戦
範
囲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
か
。

昭
和
十
九
年
九
月
か
ら
昭
和
十
九
年
十
二
月
ま
で
で
す
。

昭
和
十
九
年
九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
開
平
攻
略

昭
和
十
九
年
九
月
十
九
日
　
　
　
　
　
六
都
攻
略

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
一
日
　
　
　
　
鬱
南
攻
略

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
五
日
　
　
　
　
梧
州
攻
略

昭
和
十
九
年
十
月
～
十
一
月
　
　
　
　
丹
竹
掃
蕩

昭
和
十
九
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
貴
県
進
出

湘
桂
作
戦
最
大
の
目
的
を
略
々
達
成
し
た
の
で
甲
部
隊
は
解

散
と
な
り
、
隊
員
は
原
隊
復
帰
と
な
る
。

―
具
体
的
に
ど
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
。

挺
進
行
動
の
任
務
期
間
は
短
か
っ
た
が
常
に
派
遣
部
隊
に
先

行
し
、
部
隊
を
迅
速
に
誘
導
、
人
命
・
兵
器
等
の
損
傷
を
最
小

限
に
と
ど
め
ら
れ
た
の
は
、
隊
員
の
犠
牲
的
精
神
の
発
揚
の
賜

で
あ
り
、
全
員
一
丸
と
な
り
西
に
東
に
挺
進
し
、
万
一
、
企
図

暴
露
の
際
は
状
況
に
よ
り
回
避
ま
た
は
交
戦
、
後
続
部
隊
を
速

や
か
に
目
的
地
に
進
出
さ
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

実
に
所
属
部
隊
を
異
に
す
る
全
員
が
命
令
に
服
従
し
目
的
を
理

解
し
一
致
協
力
、
尽
忠
報
国
の
念
に
燃
え
、
迅
速
に
し
て
果
敢

な
る
戦
闘
力
に
よ
る
成
果
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

―
も
っ
と
も
苦
労
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

ど
の
都
市
攻
略
も
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
特
に

苦
労
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
初

陣

広
東
の
中
山
大
学
跡
で
一
ヵ
月
余
の
特
別
訓
練
の
後
、
肝
兵



団
（
独
立
歩
兵
第
八
旅
団
）
の
部
隊
に
二
日
間
派
遣
さ
れ
、
南

下
中
の
第
七
戦
区
司
令
官
余
漢
謀
麾
下
の
部
隊
と
従
化
県
城
付

近
で
接
触
し
ま
し
た
。
夜
中
敵
襲
を
受
け
ま
し
た
が
部
隊
主
力

と
協
力
、
こ
れ
を
撃
退
し
ま
し
た
。

こ
の
初
陣
の
結
果
、
甲
部
隊
を
三
班
に
分
け
る
必
要
性
、
並

び
に
戦
闘
前
の
情
報
が
い
か
に
必
要
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

夜
明
け
と
共
に
前
方
五
キ
ロ
に
あ
る
部
落
ま
で
三
班
に
分
か

れ
、
農
民
・
行
商
人
に
化
け
て
の
潜
行
推
進
で
す
。
廃
屋
か
ら

捜
し
出
し
て
き
た
農
具
、
車
輪
一
つ
の
手
押
車
、
天
秤
、
ザ
ル

等
を
適
当
に
担
い
だ
り
、
押
し
た
り
ブ
ラ
下
げ
た
り
し
て
、
三

々
五
々
に
歩
き
ま
し
た
。
ま
る
で
仮
装
行
列
の
よ
う
で
す
が
敵

地
内
で
の
今
後
の
挺
進
行
動
の
基
本
動
作
の
た
め
各
員
真
剣
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

耕
作
し
て
い
た
農
民
は
こ
ち
ら
を
見
も
せ
ず
、
ま
た
す
れ
違

う
農
民
、
通
行
人
等
も
振
り
向
き
も
し
ま
せ
ん
、
成
功
だ
と
確

信
し
ま
し
た
が
長
居
は
無
用
、
油
断
禁
物
と
部
落
の
手
前
か
ら

設
営
地
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
が
自
信
と
な
り
、

そ
の
後
の
作
戦
行
動
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

二
、
開
平
県
城
ま
で
の
潜
行

三
埠
を
攻
略
し
、
陣
容
を
立
て
直
し
た
節
兵
団
（
独
立
混
成

第
二
十
二
旅
団
）
は
、
井
上
部
隊
（
独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
）

に
次
の
目
標
と
し
て
九
月
十
日
、

開
平
の
攻
略
を
命
じ
ま
し
た
。

甲
部
隊
は
井
上
部
隊
の
誘
導
、
挺
進
の
任
務
を
受
け
ま
し
た
。

甲
部
隊
は
数
次
に
わ
た
る
敵
情
の
偵
察
、
地
形
の
確
認
及
び
部

落
民
の
民
情
等
熟
知
の
上
、
万
全
の
態
勢
を
整
え
、
勇
躍
九
月

九
日
午
前
零
時
を
期
し
て
梁
金
山
の
友
軍
第
一
線
陣
地
か
ら
、

中
秋
の
名
月
が
照
ら
し
出
し
て
い
る
敵
陣
地
に
向
か
っ
て
潜
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

全
員
友
軍
の
歩
■
線
を
音
も
無
く
抜
け
出
し
、
一
路
敵
陣
地

の
後
方
の
丘
に
潜
行
、
潜
伏
し
て
終
日
監
視
を
実
施
し
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
を
確
認
し
た
地
点
に
向
か
い
ま
し
た
。
雲
が
月
に
隠

れ
た
間
隙
を
縫
っ
て
蛇
行
す
る
。
部
落
、
通
路
を
避
け
田
圃
か

ら
畑
へ
、
畑
か
ら
田
圃
に
向
か
い
、
畦
道
を
通
り
ク
リ
ー
ク
に

半
身
を
浸
し
な
が
ら
潜
行
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
無
言
で
、
た

だ
聞
こ
え
る
の
は
心
臓
の
鼓
動
と
荒
い
息
づ
か
い
の
み
。

敵
歩
■
線
に
近
接
、
全
身
こ
れ
耳
目
と
し
歩
■
の
動
作
を
凝

視
し
な
が
ら
先
導
者
に
従
い
猫
の
よ
う
に
足
音
も
な
く
難
関
を

突
破
す
る
。
全
員
の
突
破
を
待
ち
、
丘
の
ふ
も
と
に
■
り
つ
き
、



全
員
を
再
度
確
認
し
、
次
の
指
示
を
与
え
休
息
し
ま
し
た
。
敵

陣
地
内
で
休
息
す
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

突
然
、
友
軍
の
陣
地
か
ら
小
火
器
を
射
つ
音
響
が
聞
こ
え
て

く
る
。
戦
闘
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
銃
声
に
追
わ
れ
る
よ
う

に
潜
行
を
開
始
、
ク
リ
ー
ク
を
渡
渉
し
小
高
い
丘
陵
に
へ
ば
り

つ
き
ま
し
た
。
敵
の
小
■
が
月
光
に
照
ら
さ
れ
浮
か
び
上
が
る
。

距
離
が
遠
す
ぎ
る
の
で
す
。

三
、
開
平
県
城
攻
撃

「
ピ
ン
コ
ー
」
の
「
誰
何
」
を
聞
く
や
間
髪
を
い
れ
ず
小
笛

の
合
図
の
下
に
火
器
の
乱
射
と
共
に
小
■
兵
舎
に
突
入
す
る
。

忽
然
と
し
て
出
現
し
た
我
々
の
奇
襲
攻
撃
に
敵
は
応
戦
の
暇
な

く
、
た
だ
右
往
左
往
す
る
の
み
。
彼
我
入
り
乱
れ
て
死
闘
す
る

こ
と
数
分
間
。
時
々
聞
こ
え
る「
山
」「
河
」
の
合
言
葉
の
声
…
…
。

奇
襲
成
功
…
…
。
直
ち
に
敵
の
本
隊
と
の
連
絡
用
電
話
線
を
切

断
、
無
線
機
等
を
破
壊
す
る
。

敵
は
周
章
狼
狽
し
開
平
方
面
に
■
走
、
甲
部
隊
は
こ
れ
を
追

撃
し
た
。
夜
が
白
む
こ
ろ
、
敵
本
隊
は
奇
襲
に
気
付
き
我
が
部

隊
に
迫
撃
砲
、
チ
ェ
コ
機
銃
を
打
ち
込
む
。
部
落
民
は
避
難
を

開
始
し
、
我
々
は
そ
れ
に
紛
れ
込
み
、
な
お
も
潜
行
す
る
。
小

高
い
丘
に
■
り
着
く
と
眼
下
に
開
平
県
城
が
見
え
る
。
ト
ー
チ

カ
・
敵
旗
・
橋
梁
も
指
呼
の
間
で
す
。

敵
は
小
■
兵
の
報
告
で
大
部
隊
で
背
後
を
襲
わ
れ
た
と
誤
認

し
浮
き
足
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
我
々
の
後
方
か
ら
進
撃
し
た
味

方
に
敵
と
誤
認
さ
れ
射
撃
さ
れ
た
が
、
標
旗
を
高
く
振
り
続
け

漸
く
甲
部
隊
と
確
認
さ
れ
辛
う
じ
て
同
士
射
ち
を
免
れ
ま
し

た
。味

方
の
大
部
隊
が
続
々
第
一
線
に
展
開
し
、
遂
に
敵
は
総
退

却
を
開
始
し
ま
し
た
。
機
を
逸
さ
ず
我
々
は
橋
梁
下
か
ら
駈
け

上
が
り
、
全
火
器
を
も
っ
て
掃
討
に
掃
討
を
重
ね
、
ト
ー
チ
カ

に
立
て
籠
も
り
橋
梁
を
死
守
す
る
一
部
の
敵
を
撃
ち
散
ら
し
、

遂
に
開
平
県
城
内
に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
残
敵
の
掃
蕩
、

検
問
を
実
施
し
、
前
衛
部
隊
を
城
内
に
誘
導
し
ま
し
た
。

敵
の
最
前
線
の
歩
■
線
を
潜
り
抜
け
小
■
を
奇
襲
撃
破
し
、

こ
れ
を
敗
走
さ
せ
、
敵
主
力
の
応
戦
準
備
を
不
充
分
に
し
、
退

却
に
追
い
つ
め
、
主
力
と
主
力
の
交
戦
を
回
避
し
、
速
や
か
に

前
衛
部
隊
を
開
平
県
城
内
に
入
城
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
甲
部

隊
の
真
価
と
鼻
を
高
々
と
さ
せ
た
も
の
で
す
。

―
甲
部
隊
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。



戦
争
は
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
戦
闘

が
始
ま
れ
ば
そ
の
中
で
死
力
を
尽
く
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

甲
部
隊
の
人
々
は
本
当
に
よ
く
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。
任
命

さ
れ
た
時
、
全
員
に
護
身
を
兼
ね
自
決
用
の
短
刀
一
振
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
初
め
か
ら
決
死
の
覚
悟
で
し
た
。
ま
た
寄
り
合

い
世
帯
の
中
で
よ
く
一
致
団
結
で
き
た
こ
と
は
独
歩
七
一
大
隊

自
檀
地
曹
長
、
独
歩
六
六
大
隊
白
石
曹
長
の
統
率
力
に
よ
る
こ

と
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
と
し
て
も
与
え
ら
れ
た
任
務
を
全
力
投
球
し
た
、
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。

最
後
に
便
衣
着
用
の
ま
ま
武
運
拙
な
く
戦
場
に
散
華
し
た
独

歩
一
二
五
大
隊
出
身
渡
辺
稔
兵
長
、
独
歩
一
二
六
大
隊
出
身
船

場
豊
上
等
兵
、
村
山
与
一
上
等
兵
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

―
復
員
は
い
つ
で
し
た
か
。

敗
戦
後
、
漢
口
郊
外
の
武
穴
に
集
結
、
一
年
近
く
の
抑
留
生

活
を
送
り
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
鹿
児
島
に
上
陸
、
復
員
し
ま

し
た
。




